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福山市出身、世界的に活躍している現代美術家 ６７歳。 

大阪芸大美術学科卒業後、米国へ留学、ニューヨークを

拠点に今日までおよそ４０年にわたって制作活動を続け、

数々の受賞歴はもとより、今年（２０１７年）３月には紺

綬褒章を受章。 

近年は頻繁に帰郷し、個展開催にあわせて、学校や公民

館での講座やワークショップ、企業等での講演会開催等を

通じて、美術振興・後継者育成にも貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被爆者であり、広島在住の歴史研究家 ８０歳。 

会社員として生計を立てながら、１９７５年から、原

爆（広島）で死亡したアメリカ兵捕虜の調査研究等を展

開し、２００８年、その集大成版として「原爆で死んだ

米兵秘史」を出版。その内容が昨年（２０１６年）の現

職の米国大統領（バラク・オバマ氏）初の被爆地訪問に

際し大きな注目を集めた。 

菊池寛賞など全国レベルでの賞を受け、現在は広域的

に講演活動も行っている。 

 

 

 

 

 

個個個人人人ののの部部部   （（地地域域文文化化－－郷郷土土史史））  

 

団団団体体体ののの部部部   （（（伝伝伝統統統・・・民民民俗俗俗芸芸芸 

個個個人人人ののの部部部   （（美美術術－－版版画画・・絵絵画画彫彫刻刻）） 
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第１回 昭和５５年１０月２１日 １１ ４ 第１９回 平成１０年１０月２８日 ２ １ 第３７回 平成28年11月24日 １ １ 

第２回 昭和５６年１０月２１日 ８ ４ 第２０回 平成１１年１０月１３日 ２ ― 第３８回 平成29年11月30日 ２ － 

第３回 昭和５７年１０月１４日 ５ ６ 第２１回 平成１２年１０月２５日 ２ １     

第４回 昭和５８年１０月２０日 ７ ６ 第２２回 平成１３年１０月１８日 ２ １     

第５回 昭和５９年１１月６日 ６ ６ 第２３回 平成１４年１０月２４日 ２ １     

第６回 昭和６０年１１月１３日 ５ ５ 第２４回 平成１５年１１月２１日 ２ １     

第７回 昭和６１年１２月３日 ５ ５ 第２５回 平成１６年１１月１６日 ２ １     

第８回 昭和６２年１１月２日 ３ ４ 第２６回 平成１７年１２月３日 ２ １     

第９回 昭和６３年１１月２９日 ４ ４ 第２７回 平成１８年１１月２８日 ２ １     

第１０回 平成元年１１月２０日 ４ ３ 第２８回 平成１９年１１月２６日 ２ １     

第１１回 平成２年１１月１４日 ３ ６ 第２９回 平成２０年１１月１８日 ２ １     

第１２回 平成３年１０月２５日 ６ ６ 第３０回 平成２１年１１月２６日 ２ １     

第１３回 平成４年１０月２７日 ４ ２ 第３１回 平成２２年１１月２２日 ２ １     

第１４回 平成５年１０月２２日  ３ ３ 第３２回 平成２３年１１月１４日 ２ ―     

第１５回 平成６年１０月８日 ３ ３ 第３３回 平成２５年１１月１９日  １ １     

第１６回 平成７年１０月１５日 ２ １ 第３４回 平成 25 年１１月 25 日 ― １     

第１７回 平成８年１０月１９日 ２ １ 第３５回 平成２6 年１１月２6 日 ２ １     

第１８回 平成９年１０月１５日 ２ １ 第３６回 平成27年11月16日 ２ １ 合計 個人１１９ 団体８７ 
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